
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／国語、社会、総合）作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

２０２０年１２月２日朝刊記事を読んで、問いに答えなさい。

①荻田局長は新聞とは何の土台を支えると語っているか。

（ ）

②新聞を議論の材料にしてもらえるよう何をしているのか。

（ ）

③林局長は新聞紙面の幅広さを何に例えているか。

（ ）

④新聞の「寄り道文化」とはどのようなことを意味しているか。

（ ）

⑤「正しい判断につながる報道」はどうあるべきだと考えるか。記事を参考にあなたの考えを３０字以内で
書きなさい（句読点を含む）。



静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／国語、社会、総合）作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

２０２０年１２月２日朝刊記事を読んで、問いに答えなさい。

①荻田局長は新聞とは何の土台を支えると語っているか。

（ 民主主義 ）

②新聞を議論の材料にしてもらえるよう何をしているのか。

（ （例）社説で新聞社の主張を伝え、課題を問い掛けること。 ）

③林局長は新聞紙面の幅広さを何に例えているか。

（ デパート ）

④新聞の「寄り道文化」とはどのようなことを意味しているか。

（ ）

⑤「正しい判断につながる報道」はどうあるべきだと考えるか。記事を参考にあなたの考えを３０字以内で
書きなさい（句読点を含む）。

解答例

（例）（ネット検索のような）効率だけでなく、普段触れることのない新しい情報との出会いがある文化

（例）事実を正確にとらえ、判断の材料になるような情報を書くこと。
（２９字） など


